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法政大学社会学部出身の写真家・相田昭氏の撮影による吉行淳之介
と澁澤龍彦という二人の文学者の写真展が、国際文化学部主催、日本
文藝家協会後援によって開催された。ボアソナード・タワー 26 階の
スカイホール前のスペースの壁面を利用し、モノクロ写真 20 枚を一
週間にわたってパネル展示した。
企画責任者は、川村湊、島田雅彦である。展示開催中の 21 日には、
写真展に協賛するかたちで、講演会がスカイホールで行われた。元講
談社文芸編集者の徳島高義氏が、かつて市ヶ谷に実家のあった吉行淳
之介についての回想を語り、詩人で多摩美大教授の平出隆氏が、河出
書房新社の編集者時代につきあいのあった澁澤龍彦氏との交友を振り
返った講演を行った。
主催者側としては、島田雅彦は二人の先輩作家との関わりを話し、
川村湊は二人が若い時代にいっしょの編集室にいて編集した雑誌『モ
ダン日本』について話した。相田昭氏は写真を撮った時のことなど、
被写体としての二人の文学者の知られざる一面を披露した。
講演会の参加者は、吉行淳之介・澁澤龍彦の文学愛好者、文壇関係
者のほかに、本学学生、教員、一般参加者を含め 200 人前後、会期中
の写真展への来訪者は、のべ 300 人ほどに達した。澁澤龍彦氏の夫人・
龍子氏、妹の幸子氏来訪もあり、ささやかながら、充実した写真展、
講演会となった。
毎日新聞の文化欄が、写真展開催の情報を掲示してくれたのをはじ
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めとして、写真専門雑誌に、写真展の紹介などが掲載された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●日　時：2013年５月17日（金）～５月22日（水）
　　　　　９：00－18：00
●場　所：法政大学市ヶ谷キャンパス　ボアソナードタワー 26階
　　　　　講演会：ボアソナードタワー 26階スカイホール
●講演会出演者：平出　隆（詩人）
　　　　　　　　徳島高義（元『群像』編集長）
　　　　　　　　島田雅彦（作家、本学部教授）
　　　　　　　　川村　湊（文芸評論家、本学部教授）
　　　　　　　　相田　昭（写真家）
●主　催：法政大学国際文化学部
●後　援：日本文藝家協会
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